
サイエンス

096 
サイエンス岩崎書店933 
宇宙への秘密の鍵
作ルーシー＆スティーヴン・ホーキング
監佐藤勝彦訳さくまゆみこ
　ジョージという宇宙に興味がある少年が、行ってはいけないと言われる家に行きました。そこの住人の科学者エリックから、その娘アニーと宇宙について学んでいくお
話です。この本を読んで驚いたのは、物語になっているところです。作者はホーキングさんという有名な物理学者ですから、かたい感じの本かと思っていたら、読んでいく
うちに、不思議と知識が頭の中に入っていきました。写真と解説つきなので、宇宙初心者にもおすすめです。／高杉中 ｅｎｉｒｕｙ（イニルイ） 
　もう一人の作者ルーシーさんは、ホーキング博士の実の娘さんです。物語は三部作で、続編は『宇宙に秘められた謎』。第三部は2011年に刊行予定です。

097 
サイエンス朝日出版社4913 
海馬　脳は疲れない
著池谷裕二・糸井重里
　この本を読むとなんだか、かしこくなれる気がします。脳に関することで面白いです。読んでもらいたいです。

098 
サイエンスメディアファクトリー778 
空想科学読本シリーズ
表紙：空想科学読本1
著柳田理科雄イラスト近藤ゆたか
　空想世界の名だたるキャラクターたちを科学的に分析してみよう、という本です。面白くて、意外とためになります。
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世界

099
世界講談社916 
トットちゃんとトットちゃんたち
著黒柳徹子
　この本は黒柳徹子さんがユニセフ親善大使として訪れた、飢餓や戦火・災害・貧困に苦しむ国々について書かれた本です。タンザニアでは一日約六百人近くもの五歳
未満の子どもが飢えといろいろな病気で亡くなっているのです。私たち日本人は何の不自由もなく、のどがかわけば水を飲み、お腹がすけば何かを食べればいい、そのあ
たり前に思っていることがこういった国ではありえないんだと、この本を読み、知りました。皆さんも一度読んでみて下さい。／牧の池中 Y.T 
　黒柳徹子さんがユニセフ親善大使に任命されたのは、著作『窓ぎわのトットちゃん』英語版をユニセフ関係者が読んで、大変感銘を受けたからだそうです。

100
世界鈴木出版933 
イヤー・オブ・ノー・レイン
̶内戦のスーダンを生きのびて
作アリス・ミード訳横手美紀
 　フィクションですが、今のアフリカ諸国の現状に近いので、感動しました。世界がどのようなのか知ってほしいです。
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